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We 　proposed　a　ncw 　type　hydrostatic　joumal　bearing　 with 　a　floating　bush　to　decrease　the　frictional　tOrquc．　Ihe

characteristics 　ofproPosed 　bearing　are　calcu ］ated ．　In　iow　rotational 　speed 　Gondition ，　thc　stiflhess　becomes　the　maximum

at　the　c¢ rtain　feeding　groove 　depth・In　high　rotational 　specd 　condition ，　the　stiffhess　increases　as　the　feeding　groove　deplh

decreases．　In　low　rota重ional　speed 　reg 童on ，　the　load　capacity 　becomes　iarge　as　the　recess
”
length

’
becomes　large．　 In　high

rotational 　 speed 　 region ，　thp　load　 capacity 　becomes　small 　 as　thc　recess 　length　becomes 直arge。　Ilie　ftictiona］torque

decreases　as 　the　recess 　leng廿ヨincreases，
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1．緒 論

　高速で作 動するナ歳 り軸受に お いて は，潤滑 油膜の 流れ

が 乱流 に遷 移す るため に軸受の 摩擦損失が 急嗷 に増大すると

い う問題がある．そこ で，軸受と回転軸との 間に浮動するブ

シ ュ を介在させて摩 擦抵抗 の 低減を図 っ た浮動ブシ ュ 形軸受

が提案さ札 その 自励振動あるい は 外乱力に 対する振動の抑

制効果に っ い て研 究が 行なわれて きた
｛IP．しか し従来 の 動

圧 効果を利用 して ブシ ュ を浮上 させ る軸受を工作機械の 主軸

な ど高荷重条件下で使用する揚合， 回転軸あるい は軸受とブ

シ ュ の 接 触の ため ， 期待 した効果が十分に発揮で きない こ と

や，軸受面の 損傷を避 けるこ とは で きない とい っ た問題が あ

る．そ こで筆者 らは ジャ
ーナル 軸受におい て静圧浮動ブシ

ュ を挿入 した軸受を試作 レ，浮動ブシ ュ は良好な浮上特性を

示 し，摩擦 トル ク が低減する こ とを実験的に明 ら掴 こした
O．

また試作 した軸受 にっ い て数値解析 を行い ，数値解析の 妥当

性 を明 らが こしだ晩

　 本報で ぽ 軸受静特性に 軸受設計諸元が及ぼす影響を数

値解析によ り明 ら訓 こし，軸受設計指針を明 ら倒 こ したの で

以下に報告する．

　　　　　 Z　供　試 軸　受　仕　様

　Fg　lに静圧浮動 ブシ ュ 形ジャ
ーナノ喃 授 の 構造概路 を示

す，供試軸受は 外径 tim 内径 dn 幅 1（頁  n で，浮動

ブシ ュ の 両面に潤滑油を供給す るた めの 供給 口 が設け られて

い る，また浮動 ブ シ ュ は，外径 伽 n ，内径 〔  ，幅

10  で，ブシ ュ の外周 面お よび 内周面に は 円周方向に 6個，

軸方向に 2列の 同 じ面積 を有するリセ ス が設けられて い る．

軸受の 供給口より供給された潤滑油はブシ ュ 外面に設 けられ

た潤滑油供給ポートによ り全周 に供給 され る とともig 供給

ポートに設 けられ た貫通穴に よりブシ ュ 内面に設け られた 供

給ポ
ー

トに導かk 内面におい て も全周に供給 され る．そ し

てそ れぞれの 面 の供給ポートに設 けられ た絞 り溝に よ り，す

ぺ ての リセ ス に供給 され る構造となっ て い る．軸受とブシ ュ

および ブシ ュ と回転軸の 間の 平均半径す きまは，それぞれ

q ・4恥 n および Cj45Ptnとし，ブシ ュ に設 け られ た軸受側お

よび 回転軸側の 面の リセ ス め深さは ともに 1  とした．

Fig．2　Con自gu  on 　ofhy 岫 cjoUmal 　b2aringw動由
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　　　　　　3．数　値 解　析 結　果

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ド　　　　　　　　ふ　　　 tt
　 Fg　2に軸の 偏心率 白 〕2の ときd）1

一
給油溝 深さと負荷容量

の 関係を車麟 をパ ラメータとして 示す．偏心率が小さい

領域におい て は偏 b率と負荷容量の関係はほぼ線形であるの

で，こ の 図は軸受剛性を表 して い る と もい え る．．図 よ り回転

数が高 くなる ほ ど負荷容量 が 高く，すなわち軸受剛 匪が高 く

なるこ とがわかる．回転数が （加 の ときの負荷容量および

剛性は ，静圧 に よる効果 の み で あ るこ とを考慮す る と，

1〔  μn 以上の 領域で はむ しろ動圧効果が支配的で あると考

え られる．また回転数が αpn の ときお よび MFin の ときは

剛 性が最大 となる給 油溝探 さが 存在す る．そ して回紜数が高

くなる と， 岡1性 が最大 となる溝深 さが存在しなくなり，溝深

さが浅い 場合ほ ど剛性が高くなる．回転数が 町m の ときに

剛性が最大 とな る給油溝深 さと した場 合，回転数が 高くな っ

たときに は必 ず しも剛 性最大 とは な らない が，回転数が

αμη
の ≧きの 剛 性を下回 るこ とはない こ とか ら，回転数が

毎 m の ときに剛 性が最大 となる よ うな給油溝深さを選べ ば十

分で ある とい える．
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　亀 4 に帥の 偏心率　el〕2 の ときの リセ ス 長 さと摩擦 トル ク

の 関係を軸回転数をパ ラメータと して示 す．給油溝深さを

03鰤 ．給油溝長さを 1〔  m リセ ス 長 さと軸受端 の ラン ド

の 長さの 関係も Fgi と同様 とする．　Fg　4 よ り，リセ ス 長 さ

が大 きい ほ ど摩 擦 トル クが 小 さくな り，特に回転数が高い 場

合ほ どその 傾拘は顕著で ある こ とが分か る．［轍 が 高い 領

域におい て，リセ ス 長 さが 大き くな っ た場 合の 負荷容量の 減

少量は さほ ど大きくない こ とを考慮すれば1 ．
リセ ス 長 さはで

きるだ け大き くした ほ うが 良い とい える。
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　Fg　3に軸の偏心率 g・Q2 の ときの給油溝深 さ と負荷容量

の 関係 を軸回転 数 をパ ラメ
ータと して示す．

．t
給 油溝深 さは

Fg　2 におい て，回転数 晦m の とき負荷容量が最大となる

a3imn とする，また給油溝長さを一定の 1〔  niとするため ，

リセ ス 長 さが長 い 場 合は軸受端の ラン ドの 長 さが小 さくなる，

  3よ り回転数が低い 領域に おい て は リセ ス 長さが大きい ほ

ど負荷容量は大きくなるが，回転数が高レ領 域に おい て は リ

セ ス 長 さが大きい ほど負荷 容量は小 さくなるこ とがわか る，

これ は 静圧 効果は リセ ス 長 さが長 くな りリマス 部分が大き

くなるほ ど大き くなるが，逆 に動圧効果は広 い すきま領域で

ある リセ ス 部分が大 きくなるほ ど小 さくなるか らで ある，
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